
 



ご挨拶 

 

 第 29 回日本語教育連絡会議は、2016 年 8 月 26 日・27 日の 2 日間、移動日を合

わせますと４日間にわたり開催されました。歴史ある本会議をセルビアのベオグラ

ード大学とボスニア・ヘルツェゴビナのアンドリッチグラード（アンドリッチ研究

所）の共同主催で行えたこと、歴史のある場所で歴史のある会議ができたことをと

ても嬉しく思っております。 

 

 第１回目から参加されている先生や今回が初参加の先生、前回同様多くの国・機

関からご参加いただきましたこと心より感謝いたします。たくさんの先生方から研

究発表や実践報告などの貴重な情報・意見交換ができ、会議の後も各専門の先生方

にお話を伺えるなど、今後の自分の糧になる素晴らしい体験ができました。 

 本会議の素晴らしい点の１つとして、世界でご活躍されている日本語教育に関わ

る先生方と繋がることができるということ、また先生と先生という関係から友人同

士になられたり、家族ぐるみで交流されているというお話をたくさん伺ってきまし

た。そして、この度、村田先生と李先生の婚約という非常に嬉しいニュースもござ

いました。日本語をはじめ、言語というのは道具であり、その道具を使う心が人と

人を繋げるという素晴らしい事例を今回の会議で共有させていただきました。 

 

 主催者としてベオグラード大学並びにアンドリッチグラード（アンドリッチ研究

所）の全てのスタッフと共に尽力を尽くさせていただきました。至らなかった点も

あったかと存じますが、この夏皆様の笑顔をたくさん見ることができて本当に幸せ

でした。ご多用の折、論文集を纏めてくださる若井先生をはじめ全ての先生方と関

係者スタッフにお礼を申し上げたく思っております。 

 

 

日本語教育連絡会議の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

誠にありがとうございました 

 

 

 

ベオグラード大学言語文学部学部長 

リリャナ・マルコヴィッチ 

 

 


